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地域おこし協力隊（共創コミュニティマネージャー）の着任に伴う、市長との面会について 

 
本市では、「共創コミュニティ推進事業」として、地域で意欲的に活動する「人」に着目

し、そうした人同士のコミュニティ形成やそこから生まれる取組を支援してきました。 

このたび、これら地域の人や活動をつなぎ、その活動にも伴走するハブ人材として、地域

おこし協力隊（共創コミュニティマネージャー※）を、中央区、江南区、秋葉区に各１名配

置することから、隊員の着任挨拶と、今後の活動方針について市長に報告を行います。 

つきましては、取材及び広報活動にご協力くださいますようお願いします。 

 

 

持続可能な地域づくりを目的に、地域の「人」自らが地域を担う体制を強化するため、地域

で意欲的に活動する方々が互いにつながる機会の創出支援など、コミュニティ形成を後押し

してきました。（現在、市内８区に１１のコミュニティが形成） 

形成されたコミュニティでは、地域課題解決等を目的とした取り組みが始まっており、市

では共創コミュニティマネージャー配置の他、クラウドファンディング型ふるさと納税を活

用して集めた寄附金を、当該プロジェクトの実施団体に対し、補助金として交付するなど

し、コミュニティの活動を支援しています。 

 

※共創コミュニティマネージャー：共創コミュニティ推進事業でコミュニティの取組伴走や、ネットワーク 

拡大を推進するハブ人材として委嘱する地域おこし協力隊 

 

記 

 
○日  時 令和８年１月１３日（火）１３時３０分から（２０分程度） 

 

○会  場 市役所本館３階 秘書課市長応接室 

 

○出 席 者 地域おこし協力隊（中央区）：平野 佑香奈（ひらの ゆかな） 

      地域おこし協力隊（江南区）：山田 由美（やまだ ゆみ） 

      地域おこし協力隊（秋葉区）：若林 伸吉（わかばやし しんきち） 

隊員プロフィールは別紙１ 

○取材申し込み 

取材にご協力いただける場合は、「取材申込書（別紙２）」に必要事項を記載の上、 

１月１３日（火）午前１０時までにメール又はＦＡＸをお願いいたします。 

 ※懇談会終了後に隊員等がぶら下がり取材に応じます。 

  【問い合わせ先】 

新潟市政策企画部 佐藤・津森・川上 

電話 025-226-2154（直通） 

FAX 025-224-3850 

メール：seisakukikaku@city.niigata.lg.jp 
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別紙１ 

地域おこし協力隊（共創コミュニティマネージャー） 隊員プロフィール 

中央区 ひらの  ゆかな 

平野 佑香奈 

 

出身地：名古屋市 

名古屋市から転入 

〇活動テーマ 

「商店街活性化」を起点に、地域に“新しい風”を吹き込む 

 

〇自己紹介 

営業や SNS／WEB マーケで「伝わる言葉」と行動を生む設計を磨

き、事業責任者として現場と経営をつないできました。取材ライ

ターやコーチングの経歴もあります。 

前職で出会った新潟の人や風土のあたたかさ、余白に惹かれ、こ

の地で挑戦することを決意しました。これまでの経験を活かし、

人と地域が自然につながり、関わり続けたくなる仕組みを中央区

で育てていきたいです。 

江南区 やまだ  ゆみ 

山田 由美 

 

出身地：新潟県五泉市 

東京都世田谷区から転入 

〇活動テーマ 

地域の人をつなぎ、農商工連携による地域活性化を目指す 

 

〇自己紹介 

これまで広告関連、マーケティング、集客、PR、などを 20年以

上続けてきました。ある程度スキルが身に就いたところで、ス

キルを活かして新潟で何かできないかと想い、今回応募させて

いただきました。江南区にお住まいの皆様、関わる農家・工芸

関連の皆様、ご関係者の方々と連携し、今だけでなく数年後・

数十年後の江南区の未来を見据えて、いま何をすべきかを考

え、行動できればと思います。 

秋葉区 わかばやし しんきち 

若林 伸吉 

 

出身地：新潟市（旧新津市） 

大阪府箕面市から転入 

〇活動テーマ 

「アート」を切り口に、地域を巻き込むプロジェクトを育てる 

 

〇自己紹介 

若い頃からサッカーやバンドでのプレイに「芸術」を求めてき

た私は、最終的に教育と人生自体を「芸術」に昇華させたいと

願い、教師として生きてきました。イベントや行事のみなら

ず、日常にアートを織り込むことにより、ワクワクするつなが

りが生まれ、子育て環境や仕事、人生そのものが豊かに充実す

る。そんな、「訪ねたい、暮らしたい、住んでてよかった」秋葉

区を創るお手伝いができるよう、楽しみながら頑張ります。 

 



別紙２ 

取材にご協力いただける場合は、お手数ですが、以下に必要事項をご記入の上、 

令和８年１月１３日（火）午前１０時までにメールまたはＦＡＸにてお申込みください。 

※メールの場合は本文に必要事項を記載してください。 

 

Email：seisakukikaku@city.niigata.lg.jp 

FAX ：025-224-3850 

 

政策企画部 政策監グループ 行 

 

１月１３日（火）地域おこし協力隊(共創コミュニティマネージャー)と市長の面会 

取材申込書 

 

貴社名  

連絡先 

氏名  

電話番号  

FAX番号  

取材人数  

備考 
その他連絡事項がある場合はご記入ください。 

 

放送・発行予定日 令和  年  月  日 
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